
第
８
回
全
日
本
大
学
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

大
会
終
わ
る

神
戸
大
学
交
響
楽
団
が
ワ
ー
グ
ナ
ー
を
好
演

全
国
の
大
学
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
日
頃

鍛
え
た
技
を
披
露
し
あ
う

「全
日
本
大

学
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
大
会
」
が
９３
年
１２
月

‐２
日
東
京

。
池
袋
の
東
京
芸
術
劇
場
で

開
か
れ
た
。

今
回
の
参
加
希
望
は
全
部
で
２６
団
体

に
上
り
、
演
奏
時
間
の
関
係
か
ら
抽
選

で
選
ば
れ
た
１３
大
学
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

が
出
場
し
た
。
回
を
重
ね
る
に
従
い
、

こ
の
大
会
の
存
在
も
認
識
さ
れ
て
き
た

た
め
か
、
年
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
編
成

に
も
の
大
会
の
期
日
と
関
連
づ
け
た
大

学
も
あ
り
、
特
に
定
期
演
奏
会
に
向
け

て
の
練
習
計
画
と
、
こ
の
大
会

へ
の
出

場
を
う
ま
く
組
合
わ
せ
た
大
学
が
演
奏

の
仕
上
げ
に
も
好
結
果
を
出
し
て
い
る

面
も
見
ら
れ
た
。

で
十
全
の
演
奏
は
望
む
べ
く
も
な
い
が
、

音
楽
を
す
る
よ
ろ
こ
び
を
聴
く
人
に
伝

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
な
い
の
で
順
位
は

つ
け
な
い
が
、
当
日
の
講
評
委
員
と
し

て
演
奏
を
聴
い
た
音
楽
家
た
ち
に
よ
り

高
い
評
価
を
受
け
た
神
戸
大
学
交
響
楽

団
と
お
茶
の
水
管
弦
楽
団
が
講
評
委
員

特
別
賞
を
受
賞
し
た
。
こ
の
２
団
体
は

練
習
指
揮
者
が
指
揮
を
と
っ
た
が
、
指

導
し
て
い
る
プ
ロ
の
指
揮
者
の
教
え
を

団
員
自
身
が
よ
く
消
化
し
、
自
分
た
ち

の
音
楽
と
し
て
身
に
付
け
た
成
果
が
今

回
の
演
奏
に
よ
く
表
れ
て
い
た
。
ま
た
、

成
蹂
大
学
管
弦
楽
団
、
日
本
大
学
管
弦

楽
団
、
同
志
社
交
響
楽
団
が
講
評
委
員

奨
励
賞
を
獲
得
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
団

も
音
楽
に
取
り
組
む
真
摯
な
姿
勢
が
感

じ
ら
れ
る
演
奏
で
あ

っ
た
。
ア
マ
チ
ュ

ア
で
は
あ
り
、
数
々
の
制
約
の
あ
る
中

え
る
熱
気
の
あ
る
演
奏
を
期
待
し
た
い
。

神
戸
大
学
に
も

講
評
委
員
会
賞

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
大
会

第
八
回
全
日
本
大
学
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
大
会

（財
団
法
人
ソ
ニ

ー
音
楽
芸
術
振
興
会
主
催
、
朝

戸
大
交
響
楽
団
、
お
茶
の
水
管

弦
楽
団
が
、
ま
た
講
評
委
員
会

奨
励
賞
に
は
成
渓
大
管
、
日
大

管
、
同
志
社
管
が
選
ば
れ
た
。

開

園

朝
日
新
聞
大
阪
厚
生
文
化
事
業
団

へ
　
四
カ
円
　
大
丸
神
戸
店

（百
貨

店
協
賛
寄
金
）
▽
三
万
円
　
明
石
市

永
井
な
つ
子
▽
一
万
円
　
東
灘
区

中
沢
佳
生
▽
五
千
円
　
尼
崎
市

匿
名
、
川
西
市
　
一伯
塚
幸
三
▽
二
千

三
百
二
十
二
月
　
西
富
市
　
中
村
姫

（敬
称
略
）

年々向上する大学オータス障 たち
一―-93年 12月12日,東京芸術劇場「全日本大学オーケストラ大会」より

全国にある大学オーケストラが一堂に会して互いの音

楽を披涯しあう「全日本大学オーケストラ大会Jが93年12

月 2日東京池袋の東京芸術劇場大ホールで開かれた。近

年は参加希望も増え,公 開抽選で当選しなければ出場で

きないという狭き門となったが,出 場した各団体ともそ

れぞれ得意のレパートリーで技を競った。年々レベルが

向上し, 甲乙つけ難い演奏が続いたが,初 出場の神戸大

学交響楽団は難曲 《トリスタンとイゾルテ)に 挑み,各

パートの練り上げも見事な演奏を披露し,次 回の優先出

Pいoto:竹 原伸 治場権を得た。

神戸大学交響楽回

mori1206
テキストボックス
『音楽の友』より




mori1206
テキストボックス
『音楽芸術』より




神
戸
大
学
に
も

講
評
委
員
会
賞

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
大
会

第
八
回
全
日
本
大
学
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
大
会

（財
団
法
人
ソ
ニ

ー
音
楽
芸
術
振
興
会
主
催
、
朝

日
新
聞
社
ほ
か
後
援
）
が
こ
の

ほ
ど
、
全
国
の
十
三
大
学
が
参

加
し
て
、
東
京

・
池
袋
の
東
京

芸
術
劇
場
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

た
。
講
評
委
員
会
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に
は
、
神

戸
大
交
響
楽
団
、
お
茶
の
水
管

弦
楽
団
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、
ま
た
講
評
委
員
会

奨
励
賞
に
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成
暖
大
管
、
日
大

管
、
同
志
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管
が
選
ば
れ
た
。
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第
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回
全
日
本
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オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

大
会
終
わ
る

神
戸
大
学
交
響
楽
団
が
ワ
ー
グ
ナ
ー
を
好
演

全
国
の
大
学
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
日
頃

鍛
え
た
技
を
披
露
し
あ
う

「全
日
本
大

学
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
大
会
」
が
９３
年
１２
月

‐２
日
東
京

・
池
袋
の
東
京
芸
術
劇
場
で

開
か
れ
た
。

今
回
の
参
加
希
望
は
全
部
で
２６
団
体

に
上
り
、
演
奏
時
間
の
関
係
か
ら
抽
選

で
選
ば
れ
た
１３
大
学
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

が
出
場
し
た
。
国
を
重
ね
る
に
従
い
、

こ
の
大
会
の
存
在
も
認
識
さ
れ
て
き
た

た
め
か
、
年
間
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
編
成

に
も
の
大
会
の
期
目
と
関
連
づ
け
た
大

学
も
あ
り
、
特
に
定
期
演
奏
会
に
向
け

て
の
練
習
計
画
と
、
こ
の
大
会

へ
の
出

場
を
う
ま
く
組
合
わ
せ
た
大
学
が
演
奏

の
仕
上
げ
に
も
好
結
果
を
出
し
て
い
る

面
も
見
ら
れ
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
な
い
の
で
順
位
は

つ
け
な
い
が
、
当
日
の
講
評
委
員
と
し

て
演
奏
を
聴
い
た
音
楽
家
た
ち
に
よ
り

高
い
評
価
を
受
け
た
神
戸
大
学
交
響
楽

団
と
お
茶
の
水
管
弦
楽
団
が
講
評
委
員

特
別
賞
を
受
賞
し
た
。
こ
の
２
団
体
は

練
習
指
揮
者
が
指
揮
を
と
っ
た
が
、
指

導
し
て
い
る
プ
ロ
の
指
揮
者
の
教
え
を

団
員
自
身
が
よ
く
消
化
し
、
自
分
た
ち

の
音
楽
と
し
て
身
に
付
け
た
成
果
が
今

回
の
演
奏
に
よ
く
表
れ
て
い
た
。
ま
た
、

成
蹂
大
学
管
弦
楽
団
、
日
本
大
学
管
弦

楽
団
、
同
志
社
交
響
楽
団
が
講
評
委
員

奨
励
賞
を
獲
得
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
団

も
音
楽
に
取
り
組
む
真
摯
な
姿
勢
が
感

じ
ら
れ
る
演
奏
で
あ

っ
た
。
ア
マ
チ
ュ

ア
で
は
あ
り
、
数
々
の
制
約
の
あ
る
中

:する大学オータス障 たち
衰京芸術劇場「全日本大学7F―ケストラ大会」より

全国にある大学オーケストラが一堂に会して互いの音

楽を披渥しあう「全日本大学オーケストラ大会」が93年 2

月12日東京池袋の東京芸術劇場大ホールで開かれた。近

年は参加希望も増え,公 開抽選で当選しなければ出場で

きないという狭き門となったが,出 場した各団体ともそ

れぞれ得意のレパートリーで技を競った。年々レベルが

向上し,甲 乙つけ難い演奏力滞れ たヽが,初 出場の神戸大

学交響楽団は難曲 《トリスタンとイゾル71に 挑み,各

パートの練り上げも見事な演奏を披露し,次 回の優先出

Photo:竹 原伸治場権を得た。
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